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土壌殺菌剤 PCNB
， そ の 代謝物お よび HCB の

　　　　　　　　土 壌お よび作物中の 残留
＊

小 木 曽 正 敏 ，田 辺 仁 志

　愛知県農業総合試験場

（昭和 56 年 12月 26 日受 理 ）

Residue 　 of 　Ouintozen　 Its　Metabolites　and 　Hexachlorobcnzene　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ，　　　　　　　　f）

　　　　　　　　　　　　　　in　the　Soil　and 　Crops＊

Masatoshi　OGIso　and 　Hitoshi　TANABE

・4ichihen ・4gricultura9　Res砌 rch 　Cente・r，　Yaxako ，　Na8ahute ，・4翻 ゼー8槻 ，∠4　ichi　480−11．ノaPan

　　 The 　distributlon　pattern 　of　PCNB （quintozen，　pentachloronitrobenzene）and 　its　metab −

01ites 　in　potato，　 cabbage ，　 chinesc 　cabbage
，
　 burdock ，　Japanese　 radish ，　 carrot ．　 spinach 　 and

Japanese　butterbur 　grown 　in　soil 　trea 七ed 　with 　PCNB 　was 　investigated．　 Rcsidues 　o 〔PcNB ，
its　 main 　 metabolites （pentachloroaniline 　 and 　 pentachlorothioanisQle ）and 　 also 　its　 technical

impurity （hexachlorobcnzenc ）were 　found　in　l班 ger　amounts 　in　 surface 　tissues　 of 　 roots 　in

contact 　wi 七h　soil 　than 　in　the　inner　tissues　of 　roo 七s 　or 　the　tops　of 　crops ．　 The　metabQ1 三tes 　wcrc

sonletimes 　detected　at 　a　higher　cGncentration 　in　the 　surface 　tissues 　of 　roots 　than 　in　the 　soiL

However ，　the 　Ieaves　of 　sp 孟nach 　and 　 carrot 　were 　 much 皿 ore 　contaminated 　 with 　 PCNB 　than
were 　cabbage ，　chinese　cabbage 　and 　leaves　of 　Japanese　radish ，　suggestjng 　that 　a　distance　be −

tween 　leavos　and 　soil 　surface 　is　a　factor　affecting 　conta 皿 ination。

緒 言

　 ペ ソ タ ク ロ ル ニ ト ロ ベ ン ゼ ン （PCNB ）は ， 十 字科作

物の根こぶ病 ，
バ レ イ シ ョ の そ うか 病，ナ ス

， トマ ト ，

ピ ー
マ ン ， キ ュ ウ リ ，

ハ ク サ イ等 の 苗立枯病 な ど リ ゾ ク

ト ニ ア 属 の 病原菌に 効果を 示 し ， 現在わ が 国 で用 い られ

て い る 土壌殺菌剤 の 中で は 最 も使用 量 の 多い 薬剤で あ

る．と くに最近は ， 根 こ ぶ 病 に よ る被害が閇題 と な り ，

本薬剤の 使用 量 は増加 す る傾向が み られ て い る．

　
一方施用 さ れ た 本薬剤 の 土 壌中 に お け る 分解 ， 消失に

つ い て は多くの 研究がなされ て お り， 畑土壌で は 比 較的

安 定 で
， 長期間残留す る こ とが 知 られ て い る

1−s）．ま た

土壌 か ら作物体 へ の 移行 ， 残留 に つ い て ，Gorbach ら
9）

は ，バ レ イ シ ョ塊 茎 の 皮部 か ら PCNB お よ び そ の 代謝

＊ PCNB の 植 物お よ び 土 壌 に お け る動態 （第 1 報）

　Fatc 　of 　guintozen　in　Plants　and 　Soils （Part　1）

物 ペ ン タ ク ロ ル ア ＝ リソ （PCA ）と ほ か に 未知代謝物 を

検出 した が ，塊茎 の 内部 か らは PCNB は 検出 し なか っ

た ，Kucharie ） らは ワ タ 幼値物か ら代謝物 の PCA お よ

び ペ ソ タ ク ロ ル チ オ ア ニ ソ ール （PCTA ） を検出 した ．

五 十嵐 ら
4） は

14C −PCNB を用 い て F ウ モ
’
P コ シ 幼植物

中に PCA
，
　 PCTA の ほ か に 2種類の 未知代謝物の存在

を 認 め ， そ の う ち の 1 種類は 代謝 物の 主要 部分 を占め る

と 述 べ て い る．岡崎
5・lt） は ハ ク サ イ で は PCNB よ りも

そ の 代謝 物 PCTA の 残留量が 多く，さ らに 土 壌， ト ウ

モ ロ コ シ 幼植物体 か ら PCTA の ス ル ポ キ シ ド体 お よ び

ス ル ホ ン 体を検出した ．また 最近西村ら
s）は ，

PCNB お

よ び 製剤中の ヘ キサク ロ ル ペ ン ゼ ソ （HCB ）は ともに バ

レ イ シ ョ ， ダ イ ゴ ン
， トウ モ ロ コ シ ， ダ イ ズ ， ラ ッ カ セ

イ ， サ ツ マ イ モ で の 残留 が 少 な く ，
ニ ン ジ ン に は 多い こ

と ， さらに HCB の 部位別残留 は ， 根部 の 表皮部に多い

こ と を報告 し て い る．

　 こ の よ うに PCNB 剤の 土壌 ， 生 物体に お け る代謝 ，
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残留に つ い て は複雑な様相を 示 し
，

ま た 製剤 中の 不純物

で あ る HCB が化学物質審査規 制法 に よ る特定化学物質

に指定 され た こ と な どか ら現 地 の 施用 ほ 場 に お け る作物

残留実態を 把握す る こ と が 必 要 と考 え 本研究を 行な っ

た ．

調　査 　方 　法

　 1・ 試料 の 採取

　試料採取 ほ 場 の 概 要 を Table 　1 に 示 す ．　 No ，1〜3 の

ほ 場 は 過去 10 年近 く PCNB 剤 を連用 した ほ 場 で あ り ，

No ．4− 8 は 本調査 の 年 に 初 め て 施用 した ほ場で あ る．

分析試料 （作 物 ， 土壌）は各作物 の 収穫適期 に 1ほ場当

り 5 カ 所 か ら採取 し，地上部 は 軽 く，地下 部 は 土壌粒子

が 残 らない よ う洗 い 流 した ．作物体 は 地 上 部 （茎葉部 ，

根 の 地上部）地下 部表層部 （上壌 と の 接触部 で 厚 さ約 1

皿 m ），地下部 内 部 に分け て 分析に供 した ，

　2・ 抽 出 方 法

　土 壌 か ら の 抽出 は 岡崎
5） の 方法に 準 じ ，

5mm の 篩 を

通 した 生上 309 に ア セ トン 150ml を加 え 30 分振 とう

後 ろ 過す る ．ろ 液 の 25m1 を と り 20％ 塩化ナ ト リウ ム

溶液 25ml
，

71一ヘ キ サ ン 25　m1 を 加 え て 10 分振 と う し ，

n 一ヘ キ サ ン 層 を と り脱水，濃縮後定容 し ガ ス ク ロ マ トグ

ラ フ 試料 と した ．

　作物は ， ミ キ サ ーで 均質化 した 試料 100g （地下部表

層 部 は 5〜IOg ） に ア セ ト ン 200 　ml を加 え て 5 分振と う

後減 圧 ろ 過 し ， ろ液に 塩化ナ ト リウ ム 30g
， 水 400m1

，

n 一ヘ キ サ ソ 1501n1 を 加 え て 5 分振と う す る ．こ の 操作

を 2 回繰 り返 し n 一ヘ キ サ ソ 層 を あ つ め て 脱水 ， 濃縮 後

フ ロ リジル カ ラ ム を用 い ，5％ エ
ーテ ル 含有 fl一ヘ キ サ

ン 200ml で 展開し ， 濃縮後定容 し て ガ ス ク ロ マ トグ ラ

フ 試料 と した 。

　3． 揮 散 実 験

　PCNB ，　 PCA ，　 PCTA ，　 HCB の 2 ．5pp 皿 ア セ トン 溶

液 1ml を ビ ーカ ーに と り ア セ ト ン を 揮散 させ る ．そ の

後 25°C 湿度 30〜5Q％ の 暗室 に 静置し 1
，
2

，
4

，
8，

24
，
48，96 時間後 n 一ヘ キ サ ン で 定容し残存最を 測定 し

揮散 量を求め た ．

　 4． ガ ス ク ロ マ トゲ ラ フ ィ 条件

　機種 は 日 本電子製 JGC 一ユ10Q 型 （ECD ），
5％ ov −17！

ガ ス ク P 一
ム Q を充 嗔 した ガ ラ ス カ ラ ム を用 い ， カ ラ

Table 　I　Outline　of 　fields　and 　crops 　investigated．

Field　number Soil　texture Crops
Application 　method

and 　 rate 　of　pCNB

1

2

34

屆
5

6

7

8

SL

SL

LCoS

SLI

．CoS

LCoS

SL

SL

Petato

Po 士atoCabbage

　（Succeeding 　crQp ）

Petato

PotatoChinese

　cabbage
Burdock
　 （Succceding　crOP ＞

Chinese 　cabbage

Burdock

　 （Succeeding　crOP ）

J乱panese 　radish

CarrGtSpinachSpinach

　 （Succeeding　crops ）

Japanese　butterbur

Overall 　and 　successive 　application

　 l5kg ！10　a

Overall 　and 　successive 　applicati   n

　 15kg ！10a

Overall　and 　successive 　application

　 15kg！10a
Ride 　application 　10kgJIO 　a

Ride 　app ］ication　20　kg！lO　a

Ride 　application 　20　kg！lO　a

overall　apPlicati ・ n 　30　kg ！lO　a

Overall 　apPlication 　30　kgtlOa

Potato：　 Solanum 　tuberosum 　L ，

Cabbage ：　Brassica 　olerace α L ．　var ．　eapitata 　L
Chinese 　cabbage ： Br α ssica 　Pekinensis　RupR ．

Burdook ：　 Arct・ium ♂曜〉♪a　L ．

Japancse　radish ： Raphanus 　sativus 　L ・

Carrot ：　 1）auctts 　 eayota 工．．　 var ．　 sativa 　Dc ．

Spinach ：　SPinacia 　olerac 砌 L

Japanese　but 士erbu τ ：　Petasitesブaponicus 　1丶｛lg・
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Tablc  2

2soec,  illxm 2soec

1.2kg/cm2 Tfik  -) fu

Residue

to crops

O  Xfi,,tw 
-(F

 :kL  "i

of  PCNB,  its

from  soils.metabolitesand

                M

i2S-TFtaij5ZreH3o ± ececJ.tl,

HCB  insoilsandrate

     ee

tV, is X (F± eeh" B -it takS

of  translocatiena)

Kfi

No.Fields  Crops

  Rate  of  trans]ocation of

  PCNB,  PCA,  PCTA  and

HCB  to crops  from  soils  (?iO

 Residual  amounts  of

PCNB,  PCA,  PCTA  and

 HCB  in soils  (ppm)b)
PCNBPCAPCTAHCBPCNBPCAPCTAHCB

l

2

3

4

2

5

6

5

6

7

7

7

7

8

Potato

Potato

Potato

Potato

Cabbage

Chinese

 cabbage

Chinese

 cabbage

Burdock

Burdock

Japancse
 radish

Carrot

Spinach

Spinach

Japanese
 butterbur

lnner  part  of  tubers

PeelsShootsInncr

 part  of  tubers
PeersInner

 part of  tubers

1'eolsInner

 part  oi tubers

PeelsJ.cavesInner

 part  oi  roots

Outcr layer of  roots

ShootsInner

 part  of  roots

Outer  laver of  roots        ;
ShootsInner

 part  of  roots

Outer  laycr oi  roots

ShootsInner

 part of roots

Outer  layer of  roots

Shootslnncr

 part  of  roots

Outer  layer  of roots

LeavesInner

 part  oE

 expouser  roots

Outer  layer  of

 ¢ xpeuser  roots

1nncr  part  of

 underground  roots

Outer  layer  of

 underground  roots

I.eavesInner

 part  of  roots

Outer layer of  roots

ShootsRootsShootsRDotsLeaves

 bladc

PetioleShizome

 o.o14.6

 O,9

 O,132.2

 o.o35,9

 o.o

 1.2
 O,1

 o.o
 1,8

 o,o
 O.3

 4.5

 o,o

 O,4I9.5

 1.1
 2.7

 126

 O.2
 O.121.8

 O.1

 o.o

 2,3

 o.o

IO.5

 O.5
 O.385.9

 O.83e.5

 O.1

 4.3
 O.2
 O.1

 4.1

a)b)

 O,9
 158

 2,8
 1.8
 208
 1.3

 l85

 o.o16.7

 o.o

 3.021.1

 O.429.0

 129

 o.o44.6

 319
 1
 1

  IO

 2.7
 O,5
 7.3

 3,2

 4,457.0

 2,5

 176

17.8
 2.9

 16927,2

 468

 2,852.2

 4.5
 O.317.2

 4,6

 351

 1.6

 O.3
 259
 O.9

 244
 o.o]7.9

 o.o

 5,861,3

 O.953.3

 185
 O.3

 3.250.8

 o.o
 o.o

 7.8
 O.1
 o,o
 5.6

 O.5

 1.212.6

 3,5

 226

 1.3
 o.o

 l5322,5

 855
 2,336.9

 o.o
 O.112,9

 10.0
 568

 2.9
 2.9
  145
 4.2

 318
 o.o

 o,o

 o.o
 9.244.6

 o,o20.389.5

 o.o36,1

 168
 1
 o.o

 1
 8,O
 4.01064

 O.7
 O.3

 O,9

 O,412,2

 1.2
 O,598.2

 O.545.6

 O.429.0

 2.5
 O,122.5

l9

o.

.4

696

 3.

11.

 1.

80

2

2

80,O

69.6

O.55

9,42

29.0

81,O

74.

39.

72,

7

6

7

L

L

1

o

o

36

42

.04

.042

.g2

O.224

o

o

.791

.637

o.

o,

o.

859

039

3I

O.435

O.224  2.38

O,OOI

O.4･92

o.

o.

o.

o.

o.

12

272

236

067

065

O.153

O,116

O,OS3 O,

O.72

O.136 O.20

O.411

 L

 o.

S3,

30

158

8

O,796

L

o.

4,

38

43

35

OOI

O.05

1.24

1,IS

L

o.

L

11

768

20

(Residual amounts  in
Oven-dried  basis.crops/residual

 amounts  insoils) ×  100.
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の 移行 率 （（作 物各部残留量！上壌残留景）x100 ）を Table

2 に 示 す．

　土壌残留 量は ， 連用 ほ 場 で は 初 め て 施用 した ほ 場 に 比

べ て PCNB の 残留割合が 少 な く，
PCA

，
　 PCTA の 残留

割合が 多い こ と が 認 め られ た ．

　作物残留量は，土 壌残留量 と 関係が あ る と 思わ れ る の

で
， 作物体各部位 へ の 移行率 を求め て 表示 し た ．

　PCNB の 地 上 部 へ の 移行率 は，ダイ コ ソ 根地一L部表

層部 が 最 も高 く，次 い で ゴ ボ ウ 茎葉部 ，
ホ ウ レ ン ソ ウ 葉

身部， ニ ソ ジ ン 茎葉部 で
，

ハ ク サ イ ， キ ャ
ベ ツ の 結球

部 ，
ダ イ ゴ ン 地 h 部内部 で は 低か っ た ．PCNB の 代謝

物 で あ る PCA と PCTA の 地 上 部 へ の 移行率 は ，　 PCNB

よ り高 く， と くに ホ ウ レ ソ ソ ウ 葉身部 ，
ニ ン ジ ソ 茎葉

部 ， ダ イ コ ン 地上部表層部 で は 高か っ た ．PCNB 製剤

中の 不純物 HCB の 地 E部への 移行率 は ，　 PCNB よ り

高 く フ キ葉 身部 ，パ レ イ シ ＝茎葉部で 約 3％ で あ っ た ．

　 PCNB の 地下 部内部 へ の 移行率は，全般的 に 低 く ，

キ ャ
ベ ツ 根 内 部 ，

バ レ イ シ ョ 塊茎肉質部 ，
ニ ソ ジ ン お よ

び ダ イ コ ン の 根 内部で は 地上部 へ の 移行率 に 比 べ て 低 か

っ た ．PCA ，　PCTA の 地下 部内部 へ の 移行率 は ，　PCNB

よ り高 く ， と くに ハ ク サ イ 根 内部 で PCA が土壌残留量

の 29 − 45％，PCTA が 3− 53％ を示 し た．しか し ニ ソ

ジ ソ 根 内部で は PCNB と同様 に 地上 部 へ の 移行率 よ り

低 か っ た．土壌 か ら 地下 内部 へ の HCB の 移行率 は ，

PCNB よ りゃ や高か っ た ．

　土壌 か ら 地下 部表層部 へ の PCNB の 移行率 は ， 各作

物 と も に 地 上 部 ， 地 下部内部 へ の 移行率 に 比 べ て 高く ，

と くに No ．5 ほ 場 の ゴ ボ ウ表層部 で 126％ ，
ニ ン ジソ 表

層部 で 86％ を 示 した ．PCA ，　 PCTA の 地 L部表層部 へ

の 移行率 も各作物 ともに 地．E部 ， 地下部内部よ り高 く ，

バ レ イ シ 。塊茎皮部 ，
ハ ク サ イ根表層部，ゴ ボ ウ， ＝ ソ

ジ ソ
，

ダ ィ コ ソ 根 表層部 で は 100％ を越え ，
と くに ホ

ウ レ ン ソ ウ の 根 で は PCA が 土壌残留量の 468％ ，
　PCTA

が S55％ を 示 し た ，　 HCB の 地 下 部表層部 へ の 移行率

は，各作物と も に他の部位 へ の 移行率 よ り高 く ，
バ レ イ

シ ョ塊茎皮部，ハ ク サ イ根表層部 ，
ゴ ボ ウ 表層部 で は 土

壌中 の 残留量よ り多か っ た ．

考 察

　今同調査 し た 現 地 ほ 場 に お け る 土壌 か ら作物体各部位

への 移行率を み る と ，
PCNB

，　PCA ，　PCTA ，　HCB と も

に 土壌 と接 す る 地下 部表層部が 高く ， 地 E部 ， 地下部内

部 で は 低 い こ とが 認 め られ た ． こ の 結 果 は
，

PCNB の

地上部への 移行 は わ ず か で そ の 大部分 は根に残留す る と

報告 し た Gorbach ら
9），五 十嵐 ら

4）
お よ び PCNB

，　
HCB

は 根 の 表層部 に 残留す る と い う西村 ら
S ） の 調査結果 と

一

致 した ．

　こ の よ う に 土 壌 と接 し て い る 作物体地下 部表層部への

移行率が 導管部 ， 篩部を含む地下部 内部 よ り高 い こ と ，

ダ イ コ ン 根地 上 部表層部 と地下部表 層部 の 移行率は 均
一

で は な く地 上部 は 地下部 よ り低 い こ と な どか ら，PCNB ，

PCA
，
　 PCTA

，
　 HCB の 作物体地下 部表層部か ら作物休

内部 へ の 移行は 少ない と 考え られ る．土 壌か ら地下部表

層部 へ の 移行 に は 直接 土 壌粒子 と接触す る こ とに よ る移

行 の ほ か 土壌溶液 ，
土 壌中 の 気 相等 も 関 与 し て い る と考

え られ る の で さらに 検討す る 必 要 が あ る と思 わ れ る．

　有機塩 素剤 の BHC
， デ ィ ル ド リ ン は根菜類 の 中で も

ニ ン ジ ン
，

ゴ ボ ウ に 多 く残留す る と い わ れ て い る
12 ）が ，

本調査 の PCNB で も ニ ソ ジソ
，

ゴ ボ ウ の 地下 部表層部

への 移行率は ，
ダ イ ゴ ソ 根地下部 表層部 よ り高 か っ た ．

こ の よ うな移行率 の 違 い は ， 栽培期問あ るい は 作物根 の

表層部 の 形態学的 な違 い 等が 関 与 し て い る の で は な い か

と思われ る．

　ニ ソ ジ V ，ホ ウ レ ソ ソ ウ の 茎葉部 へ の 移行率 は 他 の 作

物よ り高く ， 最外葉 を除去 した キ ャ
ベ ツ

，
ハ ク サ イで は

少なか っ た ．こ の こ と は 地下部 か らの 移行 が ニ ン ジ ン
，

ホ ウ レ ン ソ ウ で は キ ャ
ベ ツ ，ハク サ イ よ り高い と考 え る

よ り ， 地表面 か ら茎葉部 ま で の 距離の 短 い ニ ン ジ ソ ，ホ

ウ レ ン ソ ウ で は ， 土壌表面 か らの PCNB の 揮散
2 ・

5） と

PCNB が 残留 し て い る 土壌粒 子が ， 風 ， 雨等 に よ り作

物体へ付着する こ と に よ る汚染 が 大 き い と考 え ら れ る ．

　ま た フ キ は ビ ニ ール ハ ウ ス 内 で の 栽培 で あ っ た た め 土

壌 よ り揮散した PCNB が ，ハ ウ ス 内に と ど ま り葉柄部

に 比 べ 表面積 の 多い 葉身部 に 付着 した た め と思 わ れ る．

こ の こ と は フ キ 葉柄部を皮部 と中の 部分 に わ け た 場合 ，

PCNB お よび 代 謝物 の ほ と ん どは 皮部 か ら検 出された

こ と か ら も伺 え る ．

　PCA
，
　 PCTA の 作物体 地下部 表層部 へ の 移行率 は

PCNB に 比べ 高か っ た ．こ の 原 因 と し て は ，　 PCNB の

根面 ， 根圏土壌で の 微生物分解 ， あ る い は PCA
，
　PCTA

の 根面 へ の 選択的吸着，吸収等が考え られ る．中西 ら
13 ）

は ， 微生 物 に よ る PCNB の 代謝 を研究 し，　 PCA へ の

分解反応 は 広 く微生 物 に 共通 な f弋謝経路 で あ り，
PCTA

へ の 代謝 も起 こ り SCHa 基 は 生体 内 の 含硫 黄 化 合物 に 由

来 す る もの と推定 した ．根圏土壌 で は 非根圏土壌 に 比 ぺ

土 壌微生物数 も多 く， そ の 微生物活性 も高 い
t4）

こ とか

ら ，
PCNB は 根圏土壌 で は PCA

，
　PCTA へ の 代謝速度

が 速 い こ とが 考え られ る．そ こ で PCNB 無施用 ほ 場 で

栽培され た ニ ソ ジ ソ の 茎葉部 を PCNB 施 川 土 壌 中 に 20

日間埋没させ た場合の 土 壌 か ら の 移行率を 調査 した ．そ

N 工工
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Table 　3　Rate 　 of 　 trans］ocationft 〕 of 　 PCNB ，　 its

　　　　 metabo ］ites　 and 　 HCB 　to　 buried　 carrot

　 　 　 　 leaves　from 　the　 soil ．

PCNB PCA PCTA HCB

35 ．6％　　　　　1，03296 　　　959 『レ6 97 ．3％
a ）　See　footnotc （

E ）
）in　Tablc 　2．
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Fig．1Disappearance 　 of 　PCNB ，　its　metabolites

　　　 and 　 HCB 　 from 　 glass　 surface ，　 at 　 25℃
　 　 　 ilコ the 　dark．

の 結果 （Table　3）土 壌中 に 埋 il” させ た ニ ン ジン 茎葉部
へ の PCA

，
　PCTA の 移行率 は PCNB 施用畑 の ニン ジ

ン 地下部表層部よ り高か っ た ．

　次に PCNB
，　PCA ，　 PCTA

，
　 HCB の 揮散速度 を比較

した ・PCNB
，　 HCB は 24 時間後 に 全 部揮散 した が ，

PCA ，　 PCTA は 48 時間後 も残存 し揮散 速 度 の 異な る こ

とが 認 め られ た （Fig．1）．

　 StiUエ5） は 3
，
4一ジ ク 卩 ル ア ニ リ ン は イ ネ の 根 の リグ ニ

ン と結合 し， NH2 基 の 部分で コ ニ フ z ニル ア ル コ ール

と共重合 して い る こ と を 明 らか に した が ，PCA に お い

て も NH2 基 と植物組織 と が 結合して い る こ と も考え ら

れ る．

　 こ れ らの こ と か ら PcA ，　 PcTA が PcNB と比 べ f乍
物体地下 部表層部 へ の 移行率が 高 い 原因 に は ，

PCA
，

PCTA の 根面 へ の 吸 蒲 の 強 さ と 揮散速 度 が 遅 い こ とが

…
因 と考 えられ る．

　以 上 の 結果，PCNB ，　 PCA
，
　 PCTA ，　 HCB の 作物残

留は ， 地下 部内部，地上部 に 比 べ 土 壌 と 接触 す る 地下部

表層部に 多 く，地下部表層部 か ら作 物 体 内 部 へ の 移 行は

少 な い と考え られ る．す な わ ち 根菜類 の 残留量 は ，土壌

と 接触す る作物体地下部表 層部の 濃度 に 左右 され ，ダ イ

コ ソ ，バ レ イ シ ・ に 比 べ 地下部内部 と地 下部表層部 の 重

量比 が小 さい ニ ン ジ ソ で の 残留量 は 多くなる傾向があ る

と思 わ れ る ．さ ら に 地表而 か らの 距離 の 短 い 葉菜類で は

土壌面 か ら の 揮散，土壌粒 子 に よ る 汚染が考え られ る ．

PCNB の 作物残留 に か か わ る 登録 保留基準 は 野菜 で

0 ．08ppm ，イ モ 類 O．1ppm と 比 較的低 く設定 され て お

り ， 適用作物 だ け で な く後作 の 作付け に 当た っ て は 根菜

類 よ りむ しろ地表面 か ら距離 の 短 い 葉菜類 お よ び ハ ウ ス

栽培 に 十 分注意す る こ と が 必要 で あ ろ う．

要 約

　 ／1：ij殺菌剤 PCNB 施 用 ほ 場 に お け る作物残留 の 実態

調査を行な っ た ．

　 作物 を地上部 ， 十壌と接触する地下部表層部，地下 部

内部 に 分 け 調 査 した と こ ろ， PCNB ，　 PCA ，　 PCTA ，
HCB は い ず れ の 作 物 に お い て も 地下部表 1曽部の 残留 が

多 く， と くに PCA
，
　 PCTA で は 土壌残留量 よ り多い 場

合 が 認 め ら れ た 、ま た 地 E部 で も土 壌而 か らの 距離 の 短

い ホ ウ レ ン ソ ウ 葉身部 ，
ニ ン ジ ン 茎葉部 で の 残留が比較

的多か っ た ．

　以上 の 調査結果か ら PCNB
，　PCA

，
　 PCTA

，
　 HCB の

作物体 で の 残留様式 に つ い て 考察 した ．

　終 りに 試料採取 に 当た っ て ご協力い た だ い た愛知県内

病害虫防除所 ， 農協 の 関係各位，本稿 の こ校閲 の 労を賜

わ っ た名古屋大学農 学部鍬塚昭三 博士 に 厚 くお 礼 申 し あ

げ ま す．
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